








































このように展開として言語をとらえようというのが、表向文法の拠本的な考え方です。 | J 














資料 3で示した く情報受容〉→く情報生成〉→く情報伝述〉の展開において、 く情報受 殺
容〉をもっぱら表す単語がj恭助詞です。 資料 lの例では 「ああ」です。:仏の表現文法論で l汁
は 「感受受容詞」略して「感受詞」と名付け、品詞の一つにしています。
次に く情報生成〉の過程で聞き手に伝えたい情報をつくるのにもっぱら働く単語があり
ます。資料 1の例では、 「夜空J rにJ r星J rがJ r輝く J rてJ I日、るJなどです。
一般の呼称でいうと、名詞、 l動詞、形容詞、副詞、連体詞、接続詞、助動詞、助詞の一部
がこれに属します。それぞれに表現文法論独自の名称を用意しています。
























































































た宮箆の展開の中にあるわけで しか ははJ( lこわかる形
を表出してい







































とになります。ですから、表現文法論では、 rj~省ばかりでなく、 Jn例の悶:ri ということ
:裂な仕事になります。事実、古典35の文法では、そうした方法・で・やっています。かつて
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さて 二菜では、この心内局から言語問への展開を表現する方法があります。資料
-1 rではその方法が使われています





































資料 16 よくころりと死ぬ人があるぢゃありませんかL 自然に2-(夏目激石『ここ vJEi;… 
ろ.JJ) 
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非言語侶 l・心内問での展開の時間も長くなる傾向があります。逆に短くなると、非凸面白 1fT! . 
b内肘での展開の時間も短くなる傾向があります
これは、 「なj に限った現象ではありません。 rねJ rねえ」のmJ，rこも凡られます
これらは、終末詞(終助詞)の;む味線能の娘幹に関わる問題、すなわち、文法の問題で
す。イントネーションも文法に制み入れる可能性と必要性を示してし
ちろん、今日の進んだ文法??にもこれらのことが触れられているものも少なくあり
せんのしかし、個々の現象の脱明として、それらに触れるのではなく、体系としての文法
にそれらを組み込んでいかないことには、文法論の対象になったということにはなりませ
現

